
 

1.17のメッセージ  

 

 三木北高校の皆さん、おはようございます。教頭の

島村です。 

 今日 は 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 」 か ら 30 

年 と な り ま す 。１９９５年１月１７日午前５時

４６分、阪神・淡路大震災が起きました。震源は兵庫

県の淡路島北部。最大震度は７。神戸・阪神間や淡路

島などで６４３４人が亡くなりました。 

 まずはじめに、犠牲となった方への哀悼の意を表し、

全員で黙祷を捧げたいと思います。 皆さん、起立し

てください。   

 

―――黙祷―――  

 

ありがとうございました。 着席してください。 

 



 私は当時教師１年目で、三木北高校へ出勤する朝、

震災当日を迎えました。ここ、三木北高校では、自宅

が倒壊して被災された先生もいらっしゃいました。当

時のことを思い出すと、三木・小野の地にも、影響は

ありました。 

 発災時から刻々と亡くなられた人が増えており、一

旦ご遺体を安置するために、神戸から小野市のある企

業のホールにまで運ばれていたことは忘れられませ

ん。道路は、被災地へ向かう救助車や、物資・ガレキ・

土砂を運ぶトラックなどでいつも渋滞していました。

学校では、センター試験を終えた受験の時期で、無事

に受験を進められるのかと心配しながら日々を送っ

ていました。 

 震災直後の北高生は、自分たちでできることはない

かと考えて、三木市内には全国から届く支援物資集荷

所がありましたので、そこで、物資の仕訳ボランティ

アに行ったことを覚えています。 

 さて、皆さんの手元には、担任の先生から、「１．

１７は忘れない」というプリントが配られていますか。  



 そこには、震災当時、神戸で懸命に災害救助にあた

った消防士の方の想いがつづられています。詳しくは

後で読んでください。最後の４行に、 

  「災害を止めることはできないかもしれないが、 

  その時どうすることが最善なのか、どう対応する   

  べきなのかを準備することはできる。」 

とあります。  

 

 近 い 将 来 に は 、首 都 直 下 や 南 海 ト ラ 

フ 巨 大 地 震等 、大きな災害 の 発 生 が 危 惧 

さ れ て い ま す 。今 や 災 害 は ど こ で 起 

き て も 不 思 議 で は あ り ま せ ん 。 

 過 去 の 災 害 の 教 訓 に 学 び 、「 不 慮 の 

災 害 に ど う備 え る の か 」 と い う 問 い 

に 対 す る 答 え を み ん な で 共 有 し 、 今

ある命や周りの人とのつながりを大切に考えてほし

いと願っています。 

 

以上で放送を終わります。 


